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事 業 名 地域間交流促進プログラム事業 

1.事業目的 

 本プログラムは、海外への訪問・視察及び当地の人々との文化交流や意見交換等を通じて、日本

と ASEAN 諸国及びインド、スリランカとの政治経済・文化交流等における現状と課題の理解を深め

今後の地域間交流促進の契機とするとともに、地域の国際化を担う地方公務員及び地域国際化協会

職員等の国際感覚の養成を図ることを目的とする。 

 

2.事業概要 

◆実施期間 令和４年８月 17 日（水）～27 日（土）を予定 

【国内３日間、海外８日間】 

◆実施場所 シンガポール 

◆事業効果 国内研修において訪問国の予備知識を学び、その予備知識を持って訪問国内の様々な

機関を訪問し、日本と訪問国間の関係の現状と課題の理解を深め、地域間交流の促進

の契機となるとともに、地域の国際化を担う人材の育成に役立つ。 

3.クレアと自治体の役割 

【自治体】 

・研修への参加及び報告書作成 

 

 

【シンガポール事務所】 

・海外研修の企画・調整・運営全般（全国市町村国際文化研修所（JIAM）、地域国際化協会連絡協議

会との共同実施） 

4.自治体負担経費見込み 

①国内研修における研修費、食費、研修生活動費 

②国内研修場所から国際空港までの交通費、往復分の海外航空運賃、海外における移動費、行程中

の宿泊費、行程中の食費、視察先入場料など 

 

計 約 40 万円/人 

5.前回実施実績 

◆実施期間 2019 年 8月 28 日（水）～9 月 7日（土）（11 日間） 

※2020 及び 2021 年度は新型コロナウイルスの影響により中止 

◆実施場所 シンガポール、マレーシア 

◆参加者数 15 名（地方自治体、地域国際化協会の職員等） 
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 地域間交流促進プログラム事業 （参考） 
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 地域間交流促進プログラム事業 （参考） 


